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0 三條正裕， 藤末 健三 ( 東大工学 ) 

].  序論 

ⅠⅡ．目的 

現在、 我が国では行政の 見直しの議論が 進んでおり、 研究開発においても 科学技術行政体制のあ り方につい 

で議論されている。 Ⅱ本の科学技術政策の 中心となっているのは 総合科学技術会議 (CSTP: Coun ㎝ for 

S ㎡ ence ㎝ d 騰 chnolo 綴 Po Ⅱ cy) であ り、 それを中心に 文部科学 省 、 経済産業省などの 関係省庁が政策を 推進 

している また、 CSTP は科学技術政策の 竜 点 分野を評価するなど 科学技術政策を 評価する機関として 最高 

機関であ る 

科学技術政策の 評価についでは、 科学技術基本計画においても「優れた 成果を生み出す 科学技術システムを 実 

現するた ぬ の柱の - つ として、 研究開発についての 適切な評価を 実現することが 極めて重要であ るとともに、 

評価が研究開発活動と - 体化したものとみなされ - 、 評価が定着していくことが 必要であ る」とされている。 

そこで、 我 " 田 ㈹科学技術政策評価㈹ 最高機関であ る CSTP と米国で同じ 役割を担 3 科学技術政策局 (OSTP     

O 伍 ce ofScience andTechnolo 穿 Po Ⅱ cy) の事務局構成を 定量的に比較することにより 日本における 科学技 

術の目標 や ビションを止り 明確に設定できる 組織作りを提言し、 これにより科学技術政策の 評価が発展して 

いく基礎を作る - 

2.  文献 

JOIS (http;/@jois.jst,go.jp/) により文献を 検索した。 「総合科学技術会議」でヒットしたのは 31 件 、 「科学技術 

会議 ] で ヒ   ソ卜 したのは 279 件、 「 OSTP 」でヒットしたのは 24 件であ ったが、 これらの論文においては、 比 

較 分析は行われていない ，「科学技術会議」と「 OSTP 」の両方をキーワードとした 論文は、 「科学技術会議政策 

委員会における 研究情報ネットワークに 関する検討の 進め方について」 ( 科学技術庁長官官房広報室 ) しか検索 

できず、 CSTP と OSTP の機能や構成員を 比較した論文は 見当たらなかった。 また、 Proquest で海外の論文 

を検索したが、 総合科学技術会議 (Cound は Science ㎝ dTechnolo 綴 Po Ⅱ cy) をキーワードに 持つ論文は見当 

たらなかった ， 

3. 比較分析 

3 Ⅱ・ CSTP,,OSTp'0 組織の比較 

(1)@ CSTP 

CSTP では①科学技術に 関する基本的は 政策の調査審議②予算・ 人材等の資源配分方針などの 調査審議③ 国 

家 的に重要な研究開発の 評価、 を行っている " CSTP の内部組織としては、 CSTP が 7 つの調査会を 持って 

いるが、 事務局では重点 8 分野を含む 14 の部門に分かれていてそれぞれに 1 人ずつ参事官がいる。 ( ただし、 

兼任されている 部門もあ る ) 
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(2) 0S 皿 

OST ℡は政策策定の 調整を最も高いレベルで 行い、 科学技術政策に 関して大統領、 議会、 諮問機関の間を 取 

り 持つ， OSTP  の役割は①大統鎮への 専門的なアドバイスの 進呈②議会へ 調整③ PCAST 仲 resjdent,S  Coun 田 

ofAd 可 sors  on  Science  md  TechnoloW) や NSTC(Nation 田 Science  and  TechnoloW  Counc めのよ う @:- 、 調 

整や忠告の本体を 形成・先見するなどがあ る，予算の責任は OMB(O 伍 ceofManagementan ミ Bud ぎ et) にあ 

るため OSTP にはなく、 政策の責任も PCAST や NSTC が注目されているためほとんどない。 OSTP の組織 

は JohnH,Gibbons が局長を務める OSTP  管理部に、 ScienceDi Ⅱ sion 、 ℡ chnolo 穿 Di Ⅱ sion 、 En 而 ronment 

Di ㎡ sion  、 Nation 註 Security  &  lnternation は A 丘 ㎡ rs  DiWsion  の 4  つの部門があ る   

2 乱 CSTP と OSTP の事務局の人員比較 

CSTP 及び OSTP の事務局人員の 構成を比較してみる「それぞれのスタッフの 情報は公表されたものが 少な 

いため、 それぞれの事務局員からの 聞き取りに ヒり 作成している。 特に米国では 政府関係者のブライバ ン一 

ィ呆 護法があ るため、 概数しか聞き 取りでさなかった「 

    

スで チ - ムを組織 ) 

*2002 年 8 月現在、 原子力部門を 除く -  "*1999 年 9 月時点、 

これを見てみると、 部門数の違いはあ れ、 人数、 博上ち取得者の 数は、 非常に似通った』㈹となっでいろと 

言える。 部門については、 OSTP は、 プロジェクト 制を遵 大 しており、 探題に対して 適切なスタッフを 集 め   

フレキシブルに 組織を構築できる 体制を作っている 

-. 方 、 事務局スタッフの 経歴 ( 下図参照 ) を見てみると、 CSTP では、 過半数が行政官であ ったが、 そ ㈹ほとん 

どすべてが他省庁から 出向した スタ，フ であ り、 政策の継続性について 十分に確保できるかの 疑問が残った 

  - 方 、 OSTP には、 OSTP に当初から行政官として 所属し、 勤務を続けるアロハ 一 が約 1/3 おり、 彼らが 継 

統 性を維持していると 言える。 

また、 外部人材㈹活用についてば、 CSTP で は 、 民間、 大学・研究機関から㈲ 出向者が全体の 27% を占めて 

おり、 非常に外部の 意見を取り入れやすい 体制になずていると 評価できる， しかしながら、 シンクタンクや 

政策の研究者がほとんどおらず、 「政策」といった 観点からの分析 乃 には疑問が残る。 OSTP においては、 1/3 

の 職員が外部の 大学やシンクタンクから 任期 付 で採用されでおり、 その多くが政策の 研従者であ るという - 
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米 Ⅲでは研究開発関連丘算の 各省庁への配分比率が 各年において 変動しているが、 日本ではほ ぼ -- 定であ る 

ことがわかる。 OSTP は大統領府に 属しており、 傭敵 的に政策を打ち 出しているため 省庁間の調整が 可能で 

わる CSTP も内閣府に属し、 同様に府 睡 的に政策を打ち 出すことができるはずであ るが、 省庁間の調整が 

できていないのは 調査費が少なくシンクタンクなどを 利用することができないたのだという CSTP 事務局か 

@ 、 1(7) 。 が聞かれ だ 実際に科学技術振興調整費を 調べてみたと 二ろ 0 下の表 ) 、 科学技術関係経費に 対して科学 

技術振興調整 費が 1%f 毛皮と低く、 シンクタンクなどを 奉 llf ョ することができない 状 、 況にあ ることがわかった - 

  万 、 OSTP スタッフの話によると、 OSTP では複数のシンクタシクに 科学技術動向の 調査など同じテーマ 

の 調査をさせ、 優秀なも㈹を 採用するといった 体制をとっている。 
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4. 結論 

CSTP と O コ STP の人出から見ろと 尺体 同じで赤るといえる - しかし、 CSTP は詳細な部門を 作って紬織 L, て 

  、 る ㈹に対し、 OSTP はプロジェクト・べ ー スの体制になっていた ，そうすることによりて、 課題・に応じた 体 

制を整備できろようになっていろといえる 

圭だ、 博 ], 号 ㈲ 所 n   率はほぼ同じであ るが、 CSTP へのインタビュ 一の結果 " 大学が弱い " と 言 う 声が聞が 

れ。 た これは大学か 日分のやづたい 研究し 乃、 し でおらず、 科学技術の方向性を れち 出さないことを 指摘しで 

いろ - つ圭り、 博ビ廿 ㈹所持荷 が 多くても政策を 打ち出せないといけないため、 政策を科学的に 分析できる 

二とを 屯   :         的に人㍉を 集 的なければならないと 目 える。 そのため、 シンクタンクからの 出向者や，政策㈹ 研究 

者を出向で採用すべきであ る - 現状                   予算が少ないことからそれが 実現できないと 言 う 現実がわかった 

ので、 調査費を増やし、 外部の知見をより 有効に活用すべきであ る。 
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